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研究成果の概要（和文）： 本研究では，クエリ語に対して説明文や定義文を回答する代わりに

WWW から収集した断片知識を使って比喩的に素描し，視覚化提示するインターネット単語帳シ

ステムを開発した．いくつかの評価実験を実施した結果，開発システムは，説明文や定義文の

代わりとして有効に機能すること，既存の汎用辞書では対応できない新語や固有名詞に対して

も有効であることを明らかにするとともに，技術的課題も確認した． 

 
研究成果の概要（英文）： In this research, we tried to develop an Internet-based word 
reference system for describing a Japanese word, not with explaining or defining 
sentences, but with figurative descriptions. Some experiments using a prototype 
system have been conducted. The responsiveness of the system for hot keywords shows 
that the outcome of the evaluation had exceeded that of a common dictionary. 
Furthermore, technical problem of the system had been also defined at the present.  
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１．研究開始当初の背景 
(1) 新しい語やうろ覚えの語について調べたい

場合，WWWを知識源として利用する方法が有

望だが，的確な情報アクセスを実現するために

は，玉石混淆の情報源から要求に適したデータ

（玉）を取り出す必要がある． 

 

(2) 特に時事的語彙の認識はその評判や注目

度によって動的に遷移するため, これらを的確

に把握するためには新たに注目されている語義

情報を抽出整理できる速効性と網羅性を備えた

知識獲得機構が必要である． 
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(3) 申請者らは，説明文や語義文を提示する
以外にも，これは複数の付箋に書き込まれた
情報を総合解釈することで事柄を把握する
ように，知識断片を網羅的に収集・整理して
提示することによってもその目的を達成で
きるのではないかと考察を進めていた．  
 
(4) パターンを利用してWWWから語義特徴を

示す知識断片を高精度かつ効率的に収集でき

るという知見，複数の格フレームや係り受け関係

の性質の利用することによりWWWから常識知識

を効率よく獲得する手法，データ集合の統計的

性質の分析から得た知見と帰納的学習モデルを

組み合わせたデータ分類手法の研究成果を応

用すれば，WWWから知識断片を獲得して洗練

と整理を施して提示することで，逐次最新の語

彙情報を提供して利用者の語彙把握を支援で

きるという着想に至った． 

 
２．研究の目的 
(1) 本研究では，「知る・理解する・試す」と
いう学習サイクルのうち，「理解する」課程
を支援することを目的として，インターネッ
ト単語帳システムの開発に取組む．開発しよ
うとするシステム（図 1）は，World Wide Web 
(WWW)から知識を逐次的に獲得し，ことば
の意味や特徴，使われ方などを提示すること
で利用者の語彙把握課程を支援する．具体的
には，以下の項目達成を目指した． 
 
① WWW 上の知識遷移に追従し，ことばを
素描する知識断片を獲得する機構の構築 
② 獲得した知識断片集合を洗練する機構の
構築 
③ 知識断片を上位概念，属性値，例示，比
喩などに分類する機構の構築 
④ ユーザの意図や興味に応じて複数の結果
提示を可能とする可視化機構の構築 
 
(2) また，開発しようとするシステムから高い性能

を得るために，特に各計算機構の基本性能の確

認と技術的課題を明らかにすることも研究の目

的とする． 

 
３．研究の方法 
(1) まず，WWW から得られる知識断片の特性
を把握するための調査を分析を行った． 
 
① 29 個のクエリ語（名詞）を用いて WWW から
知識断片を半自動で収集し，得られたデータを
分析した．知識断片の尤度を 5 種類の統計
量（頻度，頻度と局所性，独立性，正規性，
相互情報量）で表現し，それらの分布と傾向，
タイプや多義性との関連を調べた． 
② 被験者 90 名を用いて心理学実験を実

施した．6 個の刺激語に対する知識断片を
収集した．6 カテゴリ（上位語・主体-特徴・
本体 -部分・組織 -構成要素・比喩・連想）
に対する適合度を評価した． 
 

(2)上で得られた知見に基づいて，プロトタ

イプシステム（Murasaki）を構築し，これを

用いて評価実験を実施した． 

 
① 知識獲得モジュールとして，比喩表現を
生成する統語パターンを用いて WWWからクエ
リ語を表現する知識断片を収集し，頻度と局
所性を考慮した尤度に基づいてランキング
するモジュールを構築した． 
② 知識分類モジュールとして，4 種の統語
パターンを利用して WWW から適合フィード
バックを行い，知識断片を 3 つのカテゴリに
分類するモジュールを構築した． 
③ 獲得した知識断片に対して，比喩的関係 
を利用したフィードバック洗練モジュール
を実装した．さらに，常識判断処理と感情判
断処理を利用した獲得知識断片のノイズ除
去について検討した． 
④ 目的や意図に応じて柔軟に対応できる可
視化インターフェイス機能を実装し，それぞ
れ定性的評価によって有効性を確認した． 
 
(3)各モジュールを設計実装した後，結合評
価実験を実施した． 
 
４．研究成果 

(1)調査分析の結果，知識断片集合の全体

的な表現能力，集合規模と表現能力の関係

が把握できた．また，比喩や上位語に関して

被験者間で高い一致性が認められた他，刺

激語の抽象度と知識断片集合のばらつきや

規模に関する知見が得られた．  

 

(3) 知識獲得モジュールの性能については，

新語や注目語に対する即応性（ Wikipediaに

近い性能が得られた）とランキング性能（上

位3位以内には妥当な結果を提示できること

 
図１ システム構成 



がわかった）について十分有効な性能を発揮

できることを確認した（図2）． 

 

(4) 知識分類モジュールに関しては，評価実

験により約60%の分類精度が確認された．さら

に，システムログからクラスへの帰属率と支

配率を計算し分類結果を精緻化する手法も

提案した．分類機構をより精緻化するために，

他の二種類の既存手法を拡張利用することで

知識断片分類性能を精緻化する手法を開発し

た．小規模な実験を実施し，その効果と課題

を確認した． 

 

(5) 常識判断および感情情報処理を利用し

た知識洗練については，予備実験から効果が

限定的であるという結論を得た．このことか

ら，知識断片獲得モジュールのランキング性

能が十分有効に機能していることが示唆され

た． 

 

(7) 可視化インターフェイスモジュールとして，

以下の三種類の機構を実装した． 

 

① 獲得した知識断片をスコアによってソートし，
その重要度をグラフで表示するインターフェイス
を実装した（図 3）． 
②提示された知識断片を介して関連する説
明文を参照できるインターフェイスを実装
した（図 3）． 

③ クエリと知識断片を色付きの円で表示し，重

要度を円の直径で表現するインターフェイスを

実装した． 

 

(8) 本研究で実装したシステムの一部を利用

した応用研究にも着手した． 

 

① 情報検索に対する比喩的素描手法を応用

した検索クエリ拡張手法を提案し有効性を確

認した．掲示板における不適切表現の判別手

法を用いて知識断片のノイズ除去について検

討したが，(1)と同様の理由で効果はかなり限

定されることがわかった．  

② 提案手法と感情表現処理を組み合わせ，
掲示板上の不適切表現の判別に応用した． 
 
(9)モジュールを結合し，その動作検証と性能評
価を行った結果，バックエンドで用いる検索エン
ジンを複数用いることで知識断片候補推定の性
能が向上することがわかった．また，開発したシ
ステムが，語彙知識の把握に対する有効性につ
いて定性的に評価を実施し，ユーザに対する未
知語については有効であるという結論も得た． 
 
(10) 今後の展望として，以下に示すように，
開発システムの精緻化に関するものと，開発
システムあるいはその一部を応用した新た
な研究の展開が考えられる． 
 
① 獲得した知識断片集合の分類モジュール
および洗練モジュールについて，分類精度の
精緻化および詳細化，洗練モジュールについ
ては，ノイズ除去性能の高度化などへの取組
みが必要である． 
② 本システムを解析エンジンとした比喩的
連想に基づく柔軟なクエリ語拡張手法を発
展させることにより，うろ覚えなどクエリ語
を明示できない場合のクエリ語顕在化支援
技術の提案が可能であると思われる． 
③ 本システムのログ情報を利用して，時系
列による知識断片の変化を提示する手法，共
有される知識断片を利用することにより従
来とは異なる観点から語の類似性を判定す
る手法の提案が可能であると思われる． 
 

 

図 3 システムインターフェイス画面 

 
 

 

図 2 即応性に関する評価結果 
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